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　　To　control　the　recycling 　neutral 　effヒct　on 　anchor 　plasm鶤 pu伍 ng 　gas打ow 　modu 亘ation （PGFM ）experimentS 　are

carried 　out．　Significant　effect　of　PGFM 　d面 ng 　plug　ECH 　on 　anchor 　plasma　was 　observed 　in　the　presen  ofAPs

［41．Recently，　PGFM 　 experiment 　is　carried 　 out 　by　 uninstal ］ing　 APs ．　Fig．1　 shows 　the　line　density　and 山 e

d正alnagnetism 　ofthe 　east 　anchor 　plasma　during（a）without 　and （b）wi 血 PGFM ．　Puff］皿 g　gas　flow　rates　ef　the　gas

puffers＃3　and ＃4　ne 餬r 山e　eentral　cell　mirror 血 oats　are　d  reased　by　20％，　Fig．1（a）shows 　enhance 　outgass   g

e 丘ヒct 　on 　anohor 　plasma　dudng　plug　ECH ，　On 　the　 oIher　hand，　 simultaneous 　increment　of 　the　density　and

diamagnetism　at　the　time　ofplug 　ECH 　is　ebserved 　during　PGFM ［Fig．1〔b）］．

　Hence，　PGFM 　duting　plug　ECH 　has　significant　effect 　en 　ancher 　plasma．　Presence　ofthe 　recycling 　neutral 　in　the

anchor 　cell　of 　GAMMAIO 　is　also 　confirmed 　by　this　experimental 　investigation．　This　investigation　clari丘es　some

l洫 itations　ofGAMMAIOexperimeng 　such 　as，　rel 飢 ed 　problerms　en 　MHD 　stability 　and 　plug　petential　fi）mlation ．

　　Only　the　transition　regions 　of 　GAMMA 　10　consist 　of 　non −aXisymmenic 　magnetic 　field　configuration （MFC ）．　Axisy  e   c　minimum −B 　region 。fthe

anchor 　cems 　connectcd 　wi 止 the　cen 甑 l　and 　plugtbarrier　cells 　through　the　inner　and　euter　transition　regions，　respecユively，　However ，　the　MFCs 　of　the　two

transition　regions 　of 　an 　anchor 　cell　have πρ symmetry ．］「b　understand 止 e　plasma　b¢ haviDr　of 　the　anchor 　cell ，　a　rigorous 　stUdy 　was 　earried　out　using

movable 　and 　fixed　Langmuir　probes，　calor童meters ，　cond 鳳   g　p］ates （APs ），　etc ．［1−3］．　In　the　transition　Tegions ．　plasma　shi 負 and 　radial 　ion　flux　in　the

direction　ofion 醐 due　to　non −axisymmetric 眠 ）worr 。　investigated［1．3】．　Fo   tion　ofcom 脚 vely 　higher　density　and 　lower　temperature 　plasma　in

the　 anchor 　cell 　during　petential　ee 血 ement 　lllug　ECM 　 was 　observed ［1，3］．　Flux皿 be　of 　the　mn ・axisymmetric 　MFC 　regions 　of　the　anchor 　eells　wemg

covered 　by　APs 　to　contrel 　the　plasma．正t　was 　fbund　that 　the 　diamagnetism　and 　density　ofthe 　anchor 　plasma壼ncrease 　sjmultaneously 　in｛he　case 　offloat 孟ng

APs ［3】．　lhese　ebserva 缸ons 　are 　explained   m 　the　view 　point　ofinterachons 　ofthe 　dlift¢d　out　plasma　particles　with 　t匝e　wal1 ．
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Fig．l　Line　Clensity　and 　diamagnetism　ofa 皿 chorpiasma ：

　　 （a ）wi 止 out 　and （b）with 　PGFM 　during　p【ug 　ECH ．

29aC 　10P GAMMA 　l　O に お ける 粒子 補給の考察

　　　　　　　　　　　　　　　　　 Discussion 　ofthe 　Particle　Fueling　in　GAMMA 　lO

　　　　　　　　　　　　 久保田 雄介，吉川 正 志，中嶋 洋輔，小林 貴 之，真珠 健，長 照 二

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　筑波大 プラ ズ マ
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　定常的な熱核融合の 実現 に向けた プ ラ ズ マ 研究に お いて 、プラズ マ へ の 粒 一e供 給方 法 の 開発 や最 適化は 重要 な 課題の
一

つ で ある 。核融合プ ラズ マ を安定に維持

す るた め に は、プラズマ の加 熱 と とも に燃料とな る粒子 の 供給を行わなけれ ばな らな い 。さ らに は、供給す る粒 子 の 景や供 給 す る位 置 を、対 象 とな る プラズマ に

合わせ 最適化する 必要が ある ．現在 ．主 に 用 い られて い る粒子供 給の方法と して は、ガスパ フ ．ペ レッ ト入射．NBI な どが 挙げられ る。これ らの 方法 は様 々 な 実

験 装置 に お い て ．そ の 目 的に 応じて 使い 分けられ て い る 。特 に、熱 核融 合を 目指 した高温 高 密 度 の プラズマ にお い ては ．ベ レ ッ ト入 射に よる 粒子供給 の 重要性が

増 して くる こ とが予 想 さ れ るe また 、粒 子 供給法の 効果や プラズマ に 与える 影響を調べ る ため には、粒 了供給 後 の プ ラズマ の 状態 を 計測 しな けれ ばな らな い 。粒

子 供給は プ ラズ マ 中に多 量の 水素 ガ ス を持 ち込 む た め、水 素の バル マ
ー

線 系 列 の計測 が 有効な 手段 と な る 。水

素のバ ル マ
ー

繚 系列 は ．そ の 波長が可視領域に ある ため 計測が 容易で あ り、様 々 な 装置 で使 われ て い るため 実

績が豊 富 で ある 等の 利点 がある 。タン デム ミ ラ
ー型 プ ラ ズマ 閉じ込 め 装置 GAMMA 　le にお いて も、直線 型 の

装置 として は世 界初 とな るペ レッ トの 入射 実験 が 行 われ るな ど、ガス パ フ、NBI と とも に様 々 な 条件で の プラ

ズマ へ の 粒子 供給実験が行われ て い る p

　そ こで 本研究で は、GAMMA 　10における粒子供給方法の 整備及び各方法 の比較を 目的 と し、計算 によ る粒

子供給効 率の 比 較、水 素の バ ル マ
ー線 系 列 の計 測 を 中心 と した 、GP、NBI に よ る粒子供給実験の 考察を行 っ た 。

図 且は 、ペ レッ ト．NBI 、ガス パ フ そ れぞ れ の 方法に お ける 、各径 方向位 置 で の供 給粒 子 数の 分 布をス ラ ブモ

デル で の 計 算に よ り求 め ．そ れ ぞれの ピ
ー

ク値 で 規格化 し たもの で ある 。粒予供給は 径方 向 の
一

端か ら行 っ て

お り、プラズマ の 温度、密度はガウス 分布 を仮定 して い る。こ の 図か ら、ガス パ フ はプ ラズ マ 周辺 部 に、ペ レ

ッ ト、NB1 はプラズマ の 中心付近 に粒子を 供給 して いる こ とが 分か る a

　本 発表 で は、詳細 な 計 算結 果 及 び実際の GAMMA 　10で の 実験結果を もと にそれ ぞ れ の 粒 子供 給方 法 に っ い

て の 考察 を行う。

1．21806040

o

絹
匡

ぎ＝り
鼠

0．2G

−0．2　　　　　・0、1　　　　　　 0　　　　　　 0．1　　　　　　D．2
　　　　　　　　PO面 Dn 「m ］

図 1 それぞ れの 粒 子供 給方法 にお ける供給粒

子数 の 分布 （ピ
ー

ク値で規格化〕
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